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E 29
長 寿 社 会 の 住 宅 計 画 に 対 す る 意 識 調 査　 ～ 富 山 県 の 場 合 一

富 山 女子短 大 金 岡 ト モ コ

持ち 家 保 有率・ 戸建 て 率・ 住 宅延 ぺ床 面 積い づ れも 日本 一 を誇 る県 に あ っ て特 有 の 住感

覚 を持 つ県 民 に 対し 、 長 寿 社 会の 住 宅 の在 り方 を 具体 的 に 提示 す ぺく 基 礎賢 料と す る ため

に 意識 調 査（ 調 査 対象 者　981 名 ） をし た 。 住 まい の中 で’滑り や す い と思 われる 場 所と し て

① 浴室（42j;） ② 階 段（40 ≪） ③廊 下（21?;） 、 つ まづ き易 い場 所 とし て 階段（29j; ） 玄 関 の段 差

（22%) を 挙 げ 、 実際 に 事 故が あ った 場 所 とし て 階 段や 玄 関 を挙げ てい る 。 また 現 在不 要 ま

たは 過 大と 思 わ れ ると ころ とし て、 住宅 が 大き す ぎる（30% ） 座 敷（29j;) 庭（25X ） を 指摘 し

てい る が、 よ り拡 大化し 続き 間 を絶 対 必 要と 考え る 現 実 の住 意 識 との 落 差 にこ の県 の 特 徴

を みる 。も し 新し く 住 宅 を選 ぶ 際に 重 視 する 点 とし て 、 環境 に つ いて は 緑 が多 く静 か な 住

宅地 、 生活 利 便施 設が 近 いこ と が同 率(355[) で 高 く 、 次 い で災 害 に対 す る安 全 性 を 挙げ て

いる 。 住宅 は 冬場 の雪 処 理がし やす い（34};） 日 照・ 通 － が十 分 であ る（30X ） 広 さ・ 間 取 り

が適 当 であ る（25? ） を 望 んで い る。 さ ら に老 後安 全で 健 康な 暮 らし が で きる 住 宅 とし て 考

え る 時 、日 当 たり が 充 分 に確 保（38 ≪） 間 取り が 使い 易く 設 備 も 機能 的 で 便利（263;） 火 事 が

起き にく く 避 難が 容易（20ii;） と　 快 適 性・ 機 能 性と 安 全性 を 重 視し て い るこ と が認 め ら れ

る 。 ま た将 来 寝た きり にな るな ど 自 分 だけ で 生 活が で きな く なっ た 場 合 の身 の 処置 とし て

、 や はり 現 在 の住 まい で生 活 を 希望 す るも の が多 く（445;） 、 次 いで 老 人 ホ ーム 等 の施 設 に

移る とし て いる 。 老 親 の扶 養 の責 任 を 長子 と する 考 え 方は ま だin み ら れる 。こ の よう に

矛 盾しmm し た意 識 が富 山県 の 今後 の 住対 策 を難 し いも のに し てい る と 思 われ る。
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千 里 ニ ュ ータ ウ ン に お け る 高 齢 者 コ ミ ュニ テ ィ 施 設 利 用 に 関 す る 研 究

一 未 高 齢 者と の 共 同 利 用 の 可 否 を 中 心 と し て 一

奈 良 女 大 家 敢　 ○ 衰　 羅 美　　 西 村奈 良 女 大 家 敢　 ○ 衰　 羅 美　　 西 村 一 朗

今井 範 子　　 久 保 妙 子

a  的 ） 将 来 の 高 齢者 社 会 を 考え るi  , 現 在 の 住 環 境 改 善 は 必 要で あ り ， そ の 中 で も 計 画

な 高 齢 者 コ ミ ュニ テ ィ 施 設づ く り と> 高 齢 者 の 地 域 内 で の 様々 な 活 勘 は 大 事 な 事 で あ る

こ で 本 研 究 で は ， 地 域 内 で の 高 齢 者 の サ ー ク ル 活 動 と 利 用 場 所を 特 に， 未 高 齢 者 と の 共

利 用 の 可 否 な ど に つ い て 調 査し ， 問 題 点 を 明 ら か に し ， 将 来 の 高 齢 者 サ ー ク ル 活 動 と コ

ユニ テ ィ 施 設 利 用の あ り 方 を 提 示 す る こ と を 目 的 と する 。

方 法 ） 調 査 対 象 地 と し て 高齢 化 が 愈 速 に 進 ん で い る 千 里 ニ3.    ー タ ウ ン を 取り 上 げ,    60才

上 の 人 を 高 齢 者 ， そ れ 未 満を 未 高 齢 者 と 定 恭 し ， ア ン ケ ート 調 麦 を 行っ た。 本 報 告 は ，

の 内 高 齢 者 を 対 象i し ， サン ブ ル 数 は.    432 人 で あ る 。

練 果 ）(D 高 齢 者 は ， ス ポ ーツ 的 な も の より ， 文 化 的 サ ーク ルI 爾 座 に 参 加し て い る 人 ，

し て 民 間 施 設よ り 公 的 施 設 で の サ ー ク ル に 参 加 し て い る 人 が 多 い 。 スポ ーツ 的 なも の に

い て は未 高 齢 者 と の 交 流 を 望 ん でい る の で ， そ れ ら に 合 わ せた 多 様な サ ー クル の 開 発 が

要r- あ ろ う 。 ② 高 齢 者 の サ ー クJIf利 用 場 所 を み るi  , 高 齢 者 専 用 施 設 よ'J  も 一 般 住民 と

に ， サ ー ク ル 活 動 を し て い る 公的 集 会 施 設 の 利 用 が 多 い のr-, 将 来 の 高 齢 者社 会 で は 未
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と の 共同 利 用 が で き る 公 的 集 会 施 設が 高 齢 者 コミ ュ ニ テ ィ 施 設 と し て重 要 な 役 割 を

と 考え ら れ る 。 ③ 高 齢 者 専 用 施 設 の利 用 頻 度 を み るi  , 他 の ニa   ー タ ウン 内 の 施 設

て

お

の

低 い のX-  , そ の 理 由 を 解 明 し ， さ ら に 今 回 の 朗 査 で も 分 か っ た よ う に， 高 齢 者 の

り ， 高 齢 者 コミ ュニ テ ィ 施 設 を 高 齢 者と 未 高 齢 者 が 共 に 利 用 し な が ら ， 同 じ 建 物

分 離と 統 合 を■ 当 に し ， 改 魯 する こ と 等， 利 用 活 性 案 が 必 要 で あ る 。


